
（別紙３）

～ 2025年　1月　8日

（対象者数） 11 （回答者数） 11

～ 2026年　1月　22日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

外出先が固定化されないように、飲食店やスーパーなど訪問
先を工夫し、状況に応じた行動やマナーを学べる機会を広げ
ている。

2

活動内容や児童の状態に応じた部屋の使い分けを継続しなが
ら、視覚的な表示等を活用し、より分かりやすい環境作りを
進めていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・保護者参加の機会を段階的に設けていく。
・事業所ではなく別会場での検討も視野に入れていく。

2

季節毎の行事やイベントを計画・実施し、季節の変化を体験
しながら、社会性や情緒面の成⾧につなげていきます。

・児童の成⾧や興味関心を踏まえて計画し、内容が同じにな
らないように工夫している。
・外出時には、その場のルールや約束を確認し、公共の場で
は必要なマナーについて実際の場面を通して学べるように取
り組んでいます。

過ごせる部屋が4部屋あり、児童のその日の状態や活動の内容
に応じて、適切な空間を選択できるように配慮している。

複数の部屋を活用し気持ちの落ち着きや集中に応じて、環境
を調整できる体制を整えている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

親子で参加するイベントや、保護者に来所して活動の様子を
見ていただく機会がない。

・職員体制や時間の制約により、保護者対応を含めたイベン
ト
　企画まで十分に手が回っていなかったことが要因である。
・駐車場スペースの余裕がない。

2026年　1月　20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　1月　23日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 　　　　　　放課後等デイサービスぽれぽれ

○保護者評価実施期間 2025年　12月　22日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


